
             映画上映会のご案内 
cafe どんぐりの木では毎月１１日に様々な想いをこめてキャンドルナイトを催しています。 

１１月１１日（金）は今話題の「１００,０００年後の安全」の上映会を企画しました。 

金曜の夜は都合がつかない・・という方のために、１３日（日）の午後にも上映します。また、 

１３日は鎌倉の自主保育を３年間追ったドキュメンタリー「さあ のはらへいこう」も同時上映。 

２本立て割引きもありますので、みなさまどうぞふるってご参加ください。 

マイケル・マドセン監督 １００,０００年後の安全  

桐野直子監督 さあ のはらへいこう 青空自主保育の三年間  

※ 裏面に映画の解説があります。  

上映日程：２０１１年１１月１１日（金） 
１８：３０～１９：１５ お茶の時間 

①「１００,０００年後の安全」１９：３０ 開演 ～２１：００  

２１：００～２２：００ お茶の時間 

１１月１３日（日） 
１１：３０～１２：１５ お茶の時間 

②「さあ のはらへいこう」 １２：３０ 開演 ～１４：３０  

１４：３０～１５：１５ お茶の時間 

③「１００,０００年後の安全」１５：３０ 開演 ～１７：００ 

１７：００～１７：４５ お茶の時間 

④「さあ のはらへいこう」 １８：００ 開演 ～２０：００ 

２０：００～２１：００ お茶の時間 

会場：cafe どんぐりの木 Tel＆Fax０４３－３０１－２４３９ 美浜区高洲１－１６－４６ 

参加費：各回中学生以下無料 （各回定員３０人ほど） 

「１０0,０００年後の安全」 前売り￥１２００ 当日\１４００ 学生\９００ 

      ※１１日上映の収益は必要経費を除き東日本大震災の義援金とさせていただきます。 

「さあ のはらへいこう」   前売り￥１０００ 当日\１２００ 学生\８００ 

「安全＋のはら」２本立て割引 前売り￥２０００ 当日\２５００ 学生\１５００ 

お申し込み・お問い合わせ：メール donguri35506@yahoo.co.jp 

cafe どんぐりの木（℡・Fax ０４３－３０１－２４３９） 

すぎむら（℡０４３－２７９－１０７０） さいとう（℡・Fax０４３－２７８－７２４５）  

※映画前後にお茶の時間を設けました。会場を解放しますので、ごゆっくりお過ごしください。 

おやつ、お弁当、お飲み物など、お持込みはご自由に。ご希望の方には、軽食をご用意します。 

前々日（９日、１１日）までにご予約下さい。（11 日はカレー750 円、13 日はおにぎりと 

お味噌汁６５０円。当日は他にお飲みものとおやつも販売いたします。） 

チケット取り扱い場所：cafe どんぐりの木、 アースマーケット（０４３－２４８－５０９９） 

主催：どんぐりの木で映画を観る会 

mailto:donguri35506@yahoo.co.jp


 

未来のみなさんへ 

ここは２１世紀に処分された放射性廃棄物の埋蔵場所です。 

決して入らないでください。 

 

 １００,０００年後の安全  

監督・脚本 マイケル・マドセン 

（２００９年／デンマーク、フィンランド、スウェーデン、イタリア／７９分） 

２０１０年パリ国際環境映画祭グラプリ、アムステルダムドキュメンタリー映画祭最優秀グリーンドキュメンタリー賞、 

 

誰にも保証できない１０万年後の安全。 

放射性廃棄物の埋蔵をめぐって、未来の地球の安全を問いかけるドキュメンタリー。 

 

コンセプチュアル・アーティストとしても活動する監督のマイケル・マドセン自らが、既に建設が 

進行中の施設に潜入し、このプロジェクトの実行を決定した専門家たちに、未来の子孫の安全性に 

ついて問いかける。  圧倒的な映像美はまるで SF 映画のように、荒廃し人類が去った後の地球、 

機械だけが永遠に動き続ける地球の姿を映しているようだ。 

 

 

 

 

 

鎌倉の里山が育てた子どもたちの記録映画 

さあ のはらへいこう 青空自主保育の三年間 

監督・脚本 桐野直子 
（2011 年／日本／116 分） 

 

「子どもたちが教えてくれたこと」     監督 桐野直子 

映画の主役は神奈川県鎌倉市で活動している「青空自主保育なかよし会」の仲間たち。 

谷戸（やと）と呼ばれる里山を拠点に、野山や海で遊ぶ自主保育グループです。 

保育の基本は、手出し口出しはせず、見守りに徹すること。 

「さあ のはらへいこう」は、2006 年 4 月に入会した 1 歳児たちが、毎年新しい仲間を迎えながら、 

２００９年 3 月に卒会するまでの 3 年間を描いた子どもたちの成長記録です。 

（中略） 

子どもは、自ら育ちゆく「力」を持っているのだ ということを、彼らに教わったのです。 

この映画は、そんな私自身の発見の記録でもあります。 

青空の下、大人にそっと見守られながら、全身全霊で遊び、絆を結び合う子どもたちの「生きる力」を 

一人でも多くの方々に感じ取っていただけたら、と願ってやみません。 

 

 

 

“どんぐりの木で映画を観る会”は今後も映画の自主上映会を企画していきます 


